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その時の出逢いが 人生を根底から変えることがある 

よき出逢いを            生活指導主幹 長谷川 奨 
 

これは、相田みつをさんの詩です。私たちは、人生の中でいろいろな人と出会います。

大切な友達、尊敬する先輩、愛する家族や恋人など、様々な人と出会い、たくさんの刺激

を受けて成長していきます。一方で、私たちが経験する出会いは、人との出会いだけでは

ありません。「感動との出会い」、「新しい視点や価値観との出会い」、「生き方や考え方との

出会い」など、多様な出会いがあり、その出会いが人生を変えたり、豊かにしたりしてく

れます。本校でも、そういった価値のある出会いを、子供たちがたくさん経験していける

ようにしていきたいと思います。 

さて、１１月１５日（金）は、本校が東京都教育委員会体育健康教育推進校として、２

年間研究に取り組んできた成果発表会を開催しました。発表会に際しましては、ＰＴＡの

皆様をはじめ、多くの方にご協力をいただき、誠にありがとうございました。本校の研究

のテーマも、「出会い」でした。体育科では「運動との出会い」を、保健では「これまでの

自分との出会い」を、食育では「食との新たな出会い」を研究の柱の１つとして掲げ、運

動やスポーツ、生活習慣や食習慣との印象的な出会いを工夫することで、児童の学習がよ

り自分事となり、深まっていくことを目指しました。下の表は、日ごろの生活についての

児童アンケート集計結果です。運動に前向きに取り組んだりチャレンジしようとしたりす

る児童、健康な生活に気を付けて生活しようとする児童、食べることは大切と考える児童

が増加していることが分かります。本校が取り組んできた「出会い」の研究の成果である

と捉えています。今後も、研究をさらに充実させていけるよう、努めてまいります。 

 

日ごろの生活についてのアンケート 令和５年度 令和６年度 

どんなスポーツや遊びでも「やってみよう」と思いますか。 80.2％ 87.2％ 

運動、食事、休養および睡眠に気を付けて生活していますか。 83.0％ 89.2％ 

食べたことのない食べ物や苦手な食べ物にも挑戦して食べようと

思いますか。 
74.1％ 83.7％ 

  
 

最後になりますが、12 月は１年のまとめの時期です。学習面・生活面においてしっかり

まとめをし、新しい年につなげていきたいと思います。2025 年も、児童の皆さんや本校に

関わってくださる皆様に、たくさんの「よき出会い」があることを心よりお祈り申し上げ

ます。 
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※ＳＣ・・・スクールカウンセラー 

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ 

朝会 

安全指導日 

３ 
ＮＩＥタイム 
マラソンフェスティバル 

（１～４年） 

４ 

放課後学習 

ＳＣ相談日 
マラソンフェスティバル 

（５・６年） 

５ 
マラソンフェスティバル 

予備日 

（１～４年） 

６ 
ＮＩＥタイム 
生命の安全教室 

（１・２年） 
マラソンフェスティバル 

予備日 

（５・６年） 

７ 

花火大会 

８ ９  

 

１０ 

ＮＩＥタイム 

ＳＣ相談日 

１１ 

iCS 委員会 
 

１２ 

 

１３ 

ＮＩＥタイム 
なかよし班活動 

たちばな面談始 

～25 日まで 

１４ 

 

１５ 

 

１６ 

 

１７ 
ＮＩＥタイム 

 

１８ 

就学時健診 

予備日 

１９ 

 

２０ 

ＮＩＥタイム 

集会 

学習発表会１ 

ＳＣ相談日 

２１ 

S 時程 

土曜授業プラン 

学習発表会２ 

寺子屋教室 

２２ ２３ 

避難訓練 

たちばな指導終 

２４ 

ＮＩＥタイム 

給食終 

保護者会 
学校保健委員会 

２５ 

終業式 

S 時程 

３時間授業 

（全学年） 

２６ 

冬季休業日始 

２７ 

 

２８ 

 

２９ 

学校閉庁

日 

３０ 

 

３１ 

 

 

１／１ 元日 ２ 

 

３ 

 

４ 

５ ６ ７ 

冬季休業日終 

８ 

始業式 

安全指導日 

計測 1・2年 

９ 

給食始 

委員会 

席書会 5・6年 

計測 3・4年 

１０ 

集会 

ＮＩＥタイム 

計測 5・6年 

席書会 3・4 年 

１１ 

 

 

※予定は変更となる場合があります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年末年始について 
冬季休業日中の１２月２９日(日)から１月４日(土)までは、学校閉庁日になります。学校閉庁日は機

械警備になり学校内には入れません。（あいキッズは１月４日(土)から開所します。） 

１２月２６日(木)～２８日(土)、１月６日(月)７日(火)は８：１５～１６：４５の時間帯に、日直が

勤務します。学校の電話は、日直が勤務している日時以外は自動音声対応となります。夜間及び学校閉

庁日に緊急の連絡がある場合は、板橋区役所代表 ０３－３９６４－１１１１ までお願いいたします。 

土曜授業プラン・令和６年度 学習発表会 
２１日(土)が保護者鑑賞日となっております。詳細は後ほど、各学年からのお知らせをご覧ください。 

 

 
 

 

※当日の授業公開（保護者鑑賞）は２校時･３校時のみです。１校時･４校時の公開はありません。 

※動画･写真の撮影は可能ですが、SNS 等への画像使用はご遠慮ください。 

第２回 学校保健委員会 
２４日(火)に、今年度、第２回目の学校保健委員会を開催いたします。テーマは家庭でもできる性教育

です。当日は、花田
はなだ

 満乃
みつの

先生（思春期保健相談士・保健師・看護師）をお招きいたします。会場は、図

書室（13：45～14：30）となります。詳細は後ほど配布しますお便りをご覧ください。 

 

１年生・２年生・３年生・４年生・５年生 …２校時･３校時（9：25～10：15）各学級にて 

６年生 …２校時･３校時（9：25～10：15）体育館にて 

 



ＳＨＩＭＯＡＫＡ 

５年 研究授業 体育科「けがを防いで安全に過ごそう！」 ５年２組 奈良岡 采芽 

５年２組担任の奈良岡采芽です。１０月１７日（木）

に５年生の体育科保健領域で「けがの防止」の１時間目

を研究授業として行いました。この授業では、交通事故

の防止をすることでけがを防ぎ、安全に過ごすことを学

びました。 

授業の導入では、通学路などの地域の写真を見て、交

通上のどんな危険があるのかを、クイズ形式で確かめま

した。毎日通っている通学路でも、止まれの標識や横断

歩道などが消されると、意外と気付かないことに驚き、

改めて交通標識を意識することの大切さを学びました。 

 

グループでの活動では、マップを見て交通上危険だと思

う場面を予測し、その改善策を考えました。改善策は、「安

全な行動を取ること」と、「環境を整えること」の２つの視

点から考え、グループのメンバーで話し合いながらマップ

に書き込むことで、危険を予測するための視野を広げてい

きました。子供たちは、どのようにすれば交通事故ゼロの

町にできるかを真剣に話し合い、マップにたくさん書き込

んでいました。 

 

 

子供たちの交通安全に関する理解や意識を高めるために、授業の後半では、高島平警察の方から

お話をいただきました。警察の方の話から、信号機や見えにくい場所、標識などに十分注意するこ

と、また、一時停止がある先には何か危険があることを意識し、周囲をよく見て行動することの大

切さを学びました。特に、曲がり角や見通しの悪い場所、夕暮れ時、雨の日などに交通事故が多発

するため、いつも以上に注意することの必要性を学びました。さらに、子供が巻き込まれやすい事

故として、自転車の事故が挙げられました。 

警察の方からは、実際に板橋区で起こった自

転車の交通事故の話を聞き、自転車に乗る時に

は必ずヘルメットを被ることが大切であること

も改めて確認することができました。 

子供たちは警察の方の話を真剣に聞き、交通

事故防止についての理解を深めることができま

した。子供たちの振り返りを見ると、「交通事故

を起こさないように気を付けて行動したい。」、

「自分の町の危険な場所を探し、改善策を考え

たい。」など、交通事故に関する意識が高まった

様子が見られました。また、警察の方からは

「もし地域で危ない場所を見つけたら教えてほ

しい。」という話もあり、「実際に見つけたら警察の方に知らせたい。」と書いている児童もいまし

た。 

第２時以降は、危険を予測する視野をさらに広げ、地域や学校内の危険を改善する方法を考える

活動を行います。また、単元の最後では、養護教諭が授業に参加し、実際にけがが起こってしまっ

た時のけがの手当ての仕方を学び、実践します。保健の授業は年間を通してそこまで多くありませ

んが、子供たちが生活を見つめ直し、自己を高める工夫をできるようにしていきたいと思います。 

 


